















利が全 くな くな り､ 熱エネルギーによる撹乱さえなければ静電エネルギーの有利
さだけを求めて完全な遮軒が実現するという､ 異常な事態が生 じる｡ しかし一方
では､ 速筋すべき電荷が少 しでも振動すれば､ 重すぎる電子 はそれについていけ
ずに､ 遮薪が全 く不可能になるということも考えられる｡ つまりここでは有効質
量が無限大の極限､温度がゼロの極限､ 振動数がゼロの極限､ をそれぞれ考える
わけであるが､ 極限をとる操作の順番を変 えることによって極端に異なっ･た結果





にな り､ 遮宙の振動数依存性や､ 異方性などについて調べることができる｡




















れてきた吸着平衡圧力の測定では, 以下のような欠点があった. すなわち, (I)
バルクの飽和蒸気圧がはっきりときまらない, (2)表面の状態, 消浄度が把握 さ
れていない, (3)測定 された湿度範囲が狭い, な どである. とくに飽和蒸気圧が
は っきりときまらないことは 2次元の相か ら3次元の相への転移を調べ る上で致
命的なもの とな る. 本研究では二重セル型の吸着平衡圧力測定装置を開発 し日,
バルクの飽和蒸気圧 po と吸着平衡圧力 pe｡の差を直接測定することによって2

































(1)Krでは 90Kく Tく 125Kで約 50原子層まで,
C2l4 では 95Kく Tく 120Kで約 28原子層まで pe｡は FIoに達 しない.
(2)peqと吸着量 Dの関係を表すものとして FrenkeトIlalsey｣tillの式,
HTln(pe句/L70)∝ n-X がある.指数 xは,理論では 3であるが,今回
の実験か ら得 られた億は 図 2 に示 したように Kr,C2H4 ともに
ほぼ3/2になる.






pe,の差を精密に測定 したことによって,今 までは p｡に適 していたと思われて
いたところでも連 していなかったことがわかった.吸着等量線は,横軸に湿度の
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